
全林研の本

　本書は、平成 30 年度林業グループコンクールに参加した
各都道府県代表グループの活動・研究内容を収録。地域の実
情に応じてさまざまな工夫を凝らし、いきいきと活動する息
づかいが聞こえてくる事例集です。
　読者のみなさんのグループ活動のヒント、アイデアとなる
事例が満載。昨年同様にフルカラーでお届けします。林研活
動のお供に、ぜひご活用ください。

～ 現場の工夫とアイデアがここに ～

グループ活動のネタ満載！
好評販売中！

「2018 林業グループ活動 ･研究事例集」
全国林業研究グループ連絡協議会　編

A4判　カラー　100頁
頒布価格　1,000 円

お求めは、全林研事務局まで。
（Fax.03-3583-8465　Tel.03-3583-8407）
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岐 阜 県

ハンディ GPS を活用した境界確認

主なプロジェクト　• 会員相互の連携と親睦を図りながら、林業経営の近代化及び林業所得の向上を目指し、

　　　　　　　　　　　地域の発展に寄与する

代表者 ▶ 齋藤憲生
会　員 ▶ 32人（男32人）

設　立 ▶ 平成18年12月

年　齢 ▶ 37歳～91歳　平均72歳

所在地 ▶ 愛知県新城市

しんしろ林研クラブ

愛 知 県

（3）自己研鑽、他地域との交流
森林教室等を実施する上で一番大切なのは安全管理なので、チェーンソーや刈払機の操作方法やかかり木処理の仕方など意見を出し合いながら講習を行っています。
また、最新の林業情報を収集するため、岐阜県が開催する森林・林業関係合同発表会に毎年参加して勉強しています。また、近隣の三つの林業グループで交流会を実施しており、他地区の事例を見学しながら参考になる取り組みを吸収しています。

（4）ボランティア活動
グループ員はその林業技術を生かし、各地でボランティア活動を実施していま

す。小学校の記念植樹の手伝いもその一つですが、最近はカモシカの食害がひどく、植栽木の種類を変えるなどして獣との戦いが続いています。
また、バイカオウレンの群生地を守る活動もしています。専門家に管理方法を学んだり、毎年の花のつき方を見ながら、林内木の伐採の仕方を変えるなど試行錯誤を繰り返しています。その成果もあって、開花時期にテレビ放送で紹介されたこともあります。

（5）侵入竹の除去活動
最近、森林への竹の侵入が目立ち出したので、昨年度から除去活動を始めました。モニタリング調査で現況を把握した後、除去作業を実施しました。

4. 成果と今後の活動
（1）成果
実践活動を通して、ふるさとの自然豊かなところが子どもたちに理解されてきていると感じています。また、グループ員の技術により大切な自然を守る一役になっていると考えています。

（2）今後の活動
第一に活動を継続することです。ふるさとの自然を守り、長い目で子どもたちにその良さを伝えたいと考えています。一方で、森林を害する竹の侵入を防ぐなど、その時々の森林をとりまく課題に合わせて、新たな活動の幅を広げていきたいと考えています。

1. 愛知県新城市の概要
新城市は、新城市、鳳来町、作手村の新設合併によって平成17年10月１日に誕生し、愛知県の東部、東三河の中央に位置し、東は静岡県に接しています。県内２番目の広さとなる499.23k㎡のうち84％は、三河山間部を形成する豊かな緑に覆われ、下流域の水源の役割を果たしています。

新城市には桜・紅葉が美しい桜淵公園や、コノハズクの棲む山として全国的に知られ、国の名勝に指定されている鳳来寺山など、市域に広がる国定公園・県立公園の指定区域には、特徴ある地形や豊かな植生、美しい景観が点在しています。また長篠・設楽原の戦いで知られるこの地では、５月に長篠合戦のぼりまつり、７月に設楽原決戦場まつりが開催されています。

2.しんしろ林研クラブの紹介昭和40年代後半、技術の研鑽・交流等のため、20を超える地区で林業クラブが発足し、同時にクラブ相互の連携を図るため「新城地方林業研究グループ連絡協議会」を設立し、研修会や先進地視察で経営改善に取り組んできました。しかし、林業の不振やクラブ員の高齢化からクラブ員が減少し、活動に陰りが出てきた頃、平成18年４月に各市町村にあった３森林組合が合併しました。これを契機に、一旦、少人数となった各地区の林業クラブを解散し、平成18年12月に市域を活動エリアとし、新たに「しんしろ林研クラブ」を設立しました。一緒に活動することで、山からの発言力を

より大きくし、この厳しい時代を乗り切ろうと活動に取り組んでいます。

3. 地域の課題　山林境界問題全国的な課題でもありますが、新城市でも山林の境界や所在地を承知していない所有者が増加し、施業や山の手入れが進まないという問題があり、また林研クラブ会員でも、自分は山林境界を把握しているものの、後継者に伝える方法に悩んでいます。こうした状況の中、「ハンディGPS」というものがあることを知り、しんしろ林研では、平成23年度からハンディGPSによる山林境界位置情報収集に取り組んでいます。

4. ハンディ GPS による山林境界位置情報収集と活用方法
ハンディGPSによる情報収集方法は、①ハンディGPSを持って山林を歩く、②山林境界位置をハンディGPSに記録する、です。このデータをパソコンに取り込みます。
これにより、境界位置が客観的に記録・表示することができ、客観化されたデータを後継者などと共有することができます。その場所へ行ったことがない人でも、過去に行った場所をハンディGPS入れて山へ行くことで、山林境界位置付近まで案内をしてくれます。

5.しんしろ林研クラブの取り組みしんしろ林研クラブでは、愛知県森林協会の助成を得て、３年間かけてガーミン製ハンディGPS（62SCJ等）を３台購入し、この３台を会員に対して無料貸出

をしたり、使い
方の講習会・個
別指導を行いま
した。パソコン
に取り込む際
の地図ソフト
は「カシミール
3D」を使用して
います。
（1）講習会の開催
最初の頃、講習会では、会員をはじめ関係者へ案内を送り、大勢の参加者に対し、全体講習を行いました。まず、パワーポイントを使って座学でハンディGPSの概要を説明し、次に、野外に出てハンディGPSを実際に使ってもらい、参加者が位置情報を記録しました。その後、また室内に戻り記録したデータをパソコンに移し表示することで、自分たちの記録した位置情報が地図上に表示されることを確認しました。今はまず現場でGPSを使ってみることを最初に行っています。（2）個別指導の実施

個別指導では、希望のあった会員に対して、会員の所有山林にて一緒に山へ行き、ハンディGPSを使い山林境界位置を記録しました。これであれば会員自身がハンディGPSの使い方を学びつつ、所有山林の境界位置を確認することがで
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中
部

全林協会長賞

記念植樹のサポート
侵入竹の除去作業

ガーミン製ハンディGPS

野外でのハンディGPS講習会

福岡林業経営研究クラブのメンバー

安全講習会（チェーンソーの使い方）
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1. 地域の概要
三好市池田町馬路地区は、四国のほぼ中央部に位置し「四国のへそ」と呼ばれており、東西に１級河川の馬路川が流れ、北側の雲辺寺山、南側の天神山からなる稜線に挟まれた狭隘な里山集落です。一方で、地区内に主要国道や高速道路が走る利便性の高い地域でもあります。また、この地域では、シイタケの原木に適したクヌギ林が見られることから、古くから原木シイタケの生産が盛んであり、安定的な原木供給のため約20年を周期とした萌芽更新が行われている地域です。

2. グループの概要
　地球の半径は約6,380km、その表面わずか２mの厚さの土壌が植物群落を支え、それらが地球上の全ての生物を支えているという事実を知り、平成12年４月に「デリケートな地球を守ろう」を合言葉に農林業から漁業へとつながる森林づくりを目指し、キノコ、炭焼き、林業、山菜、陶芸、養蜂の６事業部で『馬路「夢いっぱい」会』を立ち上げました。さらに現在はバイオテクノロジーとボランティアの２事業部を加えた８事業部で28歳から77歳までの男性21名、女性16名の37名が在籍し、毎月第２木曜日に会を開き、活発な意見交換及び月の活動計画を立て、地域資源の有効活用と新商品の研究、開発に取り組んでいます。

3. 最近の活動状況
（1）「キノコを核とした循環型集落づくり構想」の策定

　平成24年度総会で、高
齢過疎化により放置森林、
耕作地が増加していく中
で、現在の地域の人で何が
できるのか、これらの地域
の現状をふまえた持続可
能な集落づくりはできな
いのかとの課題に会議を
重ねた結果、「持続可能集
落はブランド商品づくりで
ある」との結論に達し、地
域で「何ができるのか、何
があるのか」を調査した結
果、①多種多様な樹木が
茂り、そのことにより豊富
な種類のキノコが自生す
る、②池田高校三好校（以
下、三好校）でホンシメジ
の栽培研究が行われてい
る、③高速道路工事用トンネルの埋設構造物がある、④地域の産業として生産している物（そば米、コンニャク芋、ミツマタ）がある、⑤当グループで利用できる放置森林、耕作地がある、これらを組み合わせて「キノコを核とした循環型集落づくり」の構想にたどり着きました。

（2）ホンシメジ自生品種採取研修会の開催及び地域特定品種（優良種菌）の保存　平成18年10月に三好校、三好市、県森林林業研究所、西部総合県民局、当林研グループで「ホンシメジ産地化推進協議会」を設立し、地域産のホンシメジの培養・栽培を進めるために、三好産の天

キノコを核とした循環型集落づくり

主なプロジェクト　・地球の半径は約 6,380km、その表面わずか２ｍの厚さの土が植物群落を支え、その
植物群落が地球上の全ての生物を支えているという事実を知り「デリケートな地球を守ろう」

を合い言葉に農林業～漁業とつながる森づくりを目指して８つの事業部で活動

代表者 ▶ 久保　進
会　員 ▶ 37人（男21人　女16人）

設　立 ▶ 平成12年４月

年　齢 ▶ 28歳～77歳　平均58歳

所在地 ▶ 徳島県三好市

馬
う ま

路
じ

「夢いっぱい」会

徳 島 県

静 岡 県

では、会員による伐倒の実演や、管内林業の歴史についての講演を行い、地区の基幹産業である山の仕事の普及啓発を図っています。
（3）環境教育
近年の活動として、既存の会員と新会員が協力し、木材生産・流通だけでない森林の可能性を「環境教育」として模索しています。具体的には、「木の駅かわね」事業と「FSC森林認証」事業です。「木の駅かわね」事業は、林業を通した地域振興を目的としています。２m材を搬出し地域通貨と交換することで森林整備と地元の活性化を図るこの事業は、現在川根本町が主な活動区域ですが、今後下流の地区への拡大を検討しています。「FSC森林認証」事業は、森林の価値を見つめ直す事業として始まりました。平成17年に林研会員が主体となり森林認証管理団体「F-net大井川」を結成、川根本町内においてFSC森林認証を取得しました。現在は島田市、藤枝市にも認証林の範囲を広げ、地区一丸となって経済性・環境性・社会性を兼ね備えた森林管理を管内外へ提起しています。このように、林業を環境という切り口から捉え、広く地域に貢献していくことを目指しています。

（4）新しい活動サイクルの構築
発足当時の林業研究会は、主に林家や

森林所有者のための情報交換の場でした。しかし、林業界のめまぐるしい情勢の中で、森林の所有者、整備者、利用者皆が手を取り合って山を盛り上げていく必要があるとして、地区をつなぐ林研に求められる役割も変化しつつあります。大井川地区では、「交流推進」事業を経て新たな会員を獲得する中で、新旧の会員の交流を図り、会に新しい技術や知識を積極的に取り入れる体制を整えました。その結果、「環境教育」事業で挙げた各活動をはじめとした、林業に対する新たな視点や取り組みに踏み出すことができました。

今後は、「交流推進」「後継者育成」「環境教育」という、３つの活動が円を描くように連携し、影響しあう循環関係（活動サイクル）を構築し、過去の歴史を継承しつつ、現代に即した取り組みを実施します。この循環を今後も継続することで、林業研究会として、これまでも、こ

れからも、志太榛原林業の振興の一翼を担っていくことを目標としています。

4. まとめ：伝統と革新の先へ大井川地区林業
研究協議会は、各
地区林研の統合前
を含めると非常に
長い歴史を持っ
ています。特色
の異なる地域を
抱える中で、地
域ごとの会員
からの希望、
時代ごとの山に対する要求に少しでも応えるべく、役員・会員・事務局が互いに協力し運営を続けています。その軌跡は、来年度に発行巻数100号を迎える機関誌「大井川」によって語り継がれています。100号の発行に際しては、広くグループをアピールするため、情報発信に力を入れたいと検討しています。この100号を機に、新たな会員の獲得等、新しい活動サイクルにつながることを目指しています。担い手不足、後継者不足が叫ばれる一方で、林業の仕事に就き、林業研究会への入会を希望する若者も現れています。近年入会した会員の多くは、そういった「山仕事」に対して興味と希望を抱いて研究会を訪れ、今日の林研活動にとって欠かせない原動力となっています。今後も広く門扉を開いた林研として新規会員を受け入れ、彼らの意見、アイデア等を取り入れて新たな活動を展開していきたいと考えています。

大井川地区林業研究協議会では、古くから受け継がれてきた地域の森林とそこに生きる人々を尊重するとともに、地域に飛び込んできた新しい担い手を迎え入れ、その成長を助ける場所として今後も機能していく所存です。伝統と革新が手を取り合って、志太榛原の林業が永久に続いていくことを目標に、まもなく大井川地区林研の101歩目が踏み出されるところです。

大井川地区林業
研究協議会は、各
地区林研の統合前
を含めると非常に
長い歴史を持っ

構想図

天然ホンシメジ
ホンシメジ自生品種採取研修会

FSC森林認証の取得

「木の駅かわね」発足

機関誌「大井川」100号

大井川地区林業研究協議会のメンバー

環境教育 交流推進

後継者育成

活動のサイクル

ＧＰＳ普及
しんしろ林研クラブ（愛知県）

キノコ栽培
馬路「夢いっぱい」会（徳島県）
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主なプロジェクト　•森林ボランティア活動を通して一般の方々に森林の大切さや楽しさを伝えるとともに、

　　　　　　　　　　 各会員への森林整備への意識向上を図る

年 齢 ▶ 40歳～70歳　平均55歳

会　員 ▶ 15人（男15人）

設　立 ▶ 平成元年４月
代表者 ▶ 望月光幸 	

所在地 ▶ 山梨県甲府市

継続は力なり　～マンネリや妥協ではなく前向きに取り組む～

山梨年輪の会

全林研会長賞

1. 林研グループ結成の経緯と会員数私たち山梨年輪の会は、平成元年に結成され本年で30年を迎えるグループです。本会が結成された当時の山梨県の森林・林業の現場は、県有林を主体とした皆伐施業に加え、折からの好景気による民有林での開発伐採等、素材生産事業者には相当活況を呈している状況でした。しかし、森林の循環利用を担う造林事業者の現場では、若手従事者の不足が年々深刻化しており、県では、主に若手造林者の育成を目的に、林業に必要な基本的な技術や資格の取得を目指した、｢山梨県林業技能者養成研修｣を昭和59年から実施しました。
その卒業生有志により結成されたのが、私たち山梨年輪の会です。当時の研修参加者の多くは、主に県有林の造林事業を請け負う事業者の子息であり、多くが将来家業を継ぐ可能性がある者たちでした。
しかし、世の中はバブル経済の絶頂期に差し掛かる頃、日本中の人々が都会や街での華やかな生活を楽しむ中で、家業とはいえ山奥で汗まみれになる林業を継ぐことに少なからず戸惑いを感じていたのが、当時の研修生たちの本音でもありました。しかし、２年越しで行われた各種研修受講を通じ、次第に研修生同士に仲間意識が醸成され、修了を迎える頃には確固とした絆で結ばれていました。そして技術の研修のみならず、これから林業を引き継いでいく素晴らしい仲間との出会いの場を提供してくれた、県や地域への恩返しの思いから、林研グループとして山梨年輪の会が結成されました。

会員資格とし
て、県が実施する
担い手育成研修を
修了する必要があ
りますが、当初２
カ年だった研修期
間が１カ年となっ
たこともあり、そ
の後続々と会員数
は増え、山梨県で
２回目の全国植樹
祭が開催された平
成13年には、会員
数30人余りを擁する大所帯になりましたが、最近では会員数は15人程で推移しています。

2. 最近の活動状況
私たち山梨年輪の会の最近の主な活動の１つは、県立農林高校森林科学科生徒たちに対する体験実習の指導です。この活動では、林業での最も基本的な機械といえるチェーンソーの取り扱いや、間伐実習の指導を行っています。
森林科学科に入学する生徒の多くは、必ずしも林業に関係する家庭の子ではなく、チェーンソーの扱いに慣れた生徒はまずいません。また、山梨でも歴史のあ

る農林高校には広大な学校林が複数ありますが、学校のある甲府盆地中心部からはどこも離れており、実学を学ぶ機会にはあまり恵まれない状況があります。そのような状況から県の要請により、平成20年頃から取り組みを始めたのがこの活動で、現在では１年生に対してチェーンソーの目立てと基本操作を、２年生には学校林での間伐伐倒実習の実施を指導しています。実際に木を伐採する作業は、生徒たちだけでなく指導する私たちも大変緊張するものですが、会員が普段それぞれの職場で実践している安全管理の経験が生かせることは、本会会員の最大の強みでもあり

山 梨 県

ます。
また、企業・団体の森づくり活動をお手伝いする活動も行っています。山梨県は首都圏に近接しながらも、森林が多く自然も豊かであることから、県内外の企業・団体による森づくり活動を、社会貢献活動や社員等のレクリエーションとして実施したいという要請が多くあります。本会では、県の森づくりコミッション事業や財団法人オイスカ山梨などと協働し、これら企業・団体が行う森づくり活動の実施に協力しています。

折しも山梨県、特に甲府盆地の周辺では、現在マツクイムシ被害によるアカマツの枯損が進んでおり、これらの森林を早期に回復させることが必要です。そうした場所へ植樹をするという企画には、多くの企業・団体から賛同が得られます。しかし、企業・団体には概して記念植樹のみを希望することが多いため、植樹だけでなく、植えたあとの管理がより重要

であることを説明し、植栽後に必要な施業も、毎年継続的に実施してもらうように働きかけを行っています。

3. 成果と課題
農林高校生徒たちへの体験実習や、企業・団体が行う森づくり活動への指導などは、好評を得ているところであり、また私たち会員も、普段生業として携わっている林業について、外部からの視点や時代の要請を感じ取り、修正や見直しを行う格好の機会となっています。こうした活動を継続していくことは、相手方に何かを提供しているだけでなく、実は私たち会員も大きな収穫を得ているのです。

課題としては、当初は若く駆け出しであった会員も年月とともに成長し、現在では多くの者が事業主となっている中で、この素晴らしい活動をいかに後世に伝えるかであり、それには若手を主体と

した新たな会員を増やしていくことが、今の会の課題でもあります。

4. 今後の展開
私たちの活動は、一見すると同じことの繰り返しで何ら新しいことはないように見えるかもしれません。しかし実際には、常に新しいことの発見の連続です。それを上手く説明することはできませんが、強いて言うならば｢継続は力なり｣、正しく経験に勝るものはないということです。そのことを後世に伝えるためにも、私たちの活動を継続させることは必要だと思っています。

今後も私たちは、これまでと同じような活動を続けていく予定ですが、それは決してマンネリや妥協ではなく、前向きな活動であるが故の結果です。そして願わくは、今の会員たちの後継者が、目を輝かせて参加してくることに期待もしています。

関
東
・
山
梨

チェーンソーの目立て方法を指導する

間伐伐倒を指導する

企業の森づくり活動への支援

山梨年輪の会のメンバー

サクラとアジサイの山に蘇った被害林
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茨 城 県

ツキがあり、とても出荷できる状態ではありませんでした。また生産者それぞれが生産方法について相談できない状況でした。
このため、コンテナ苗の試験研究を行っていた県の林業技術センターや林業普及指導員の指導の下、今までの閉鎖的な雰囲気を一新し、生産者同士の情報共有と技術向上及び、安定した生産・供給体制づくりを目的とした合同勉強会を始めました。まず、肥料の配合と植え付け時期などの条件を統一して育苗した場合の、生産者ごとの管理方法による生育の違いを検証する比較試験を行いました。コンテナ苗の規格は35cm以上であり、全員が規格を満たした苗木を安定して作ることが重要です。この試験では、肥料等の条件が同じにも関わらず、生産者ごとに大きさのバラツキが見られたため、皆で話し合った結果、灌水等の育苗管理により生育に大きな違いが出るというこ

とが分かりました。その後、灌水等の方法を改善することでバラツキを少なくし、得苗率を増やすことが可能となりました。
次に、コンテナ苗の梱包方法の検討を行いました。当初、コンテナ苗の梱包方法は決まっておらず、全国の生産者はそれぞれの方法で梱包し出荷をしていました。私たちは、最も効率的で、かつ苗木を傷めない方法がないか検討した結果、根鉢をビニール袋に入れた後、専用ダンボールで運搬するという方法を考案しました。現在この方法は、全国でも一般的に使われる方法の一つとなりました。また勉強会の一環として、コンテナ苗植栽地の下刈りも行っています。生産者自らが下刈りを体験することにより、育苗管理の課題を明確にし、それを解決することが目的です。実際に現場で認識したのは、雑草の成長が旺盛で下刈りが遅れると苗木と区別し難いということでし

た。そこで、雑草と識別しやすくするために苗木の葉色を濃くできないかと考え、林業技術センターと共同で肥料の種類や配合の研究を始めました。
さらに、コンテナ苗の普及を進めるために、国、県及び関係林業団体の主催する現地講習会等に参加して、コンテナ苗のPRを図るとともに、会のメンバーも自ら植栽を体験しました。このように、自分たちが生産した苗木の行く末を想定して、今後もより良い苗木を育苗し、普及が広まるように努めています。まだまだ未熟で失敗もありますが、これが私たち研究会の理念のひとつです。

4. コンテナ苗生産に関する今後の目標
現在、茨城県内の年間のスギ苗生産量40万本のうち、６万6,000本をコンテナ苗で出荷していますが、今後５カ年で年間のスギコンテナ苗生産量を４倍の25万本とすることを目指しています。なお、花粉の飛散量が従来の約１%以下のものを少花粉苗木といいますが、本県で生産しているスギ苗木は100％少花粉苗です。

5. 地域貢献活動
当会は、各地区の森林組合とともにコンテナ苗普及のための試験植栽や、学校や企業が行う植樹祭のサポートなども行っています。東日本大震災の復興祈念としての海岸植樹祭では、子どもたちに

林野庁長官賞

1. 茨城県の苗木生産の歴史と現状茨城県の苗木生産の歴史は古く、県央部の那珂市には「杉」という地名があるほど、江戸時代から林業用苗木の生産が盛んな地域でした。戦後の拡大造林の最盛期には2,000名近い生産者が年間6,000万本を超える苗木を生産し、関東・東北地方などにも出荷をしていました。しかし、社会・経済環境の変化により、現在の生産者は最盛期の100分の１の18名、苗木生産本数は90万本程度まで減少しています。

2. 茨城みらいの苗木研究会結成の経緯当会はかねてより茨城県林業種苗協同組合青年部として活動していました。メンバー全員が山林用の苗木生産農家の跡取りですが、初めは皆苗木生産とは全く関係のない仕事をしていました。しかし、何代も受け継がれてきた歴史ある苗

木生産技術をここで絶やしてはならないという思いから、一念発起して家業を継ぎました。
年々縮小していく苗木業界には、改善すべき２つの課題が考えられます。１つ目は、植替や選別作業が多く出荷の規格や時期が限られるため、大変重労働であること。２つ目は、苗木業界には生産技

術について人に教えないという傾向があるため、生産者同士の技術交流が少ないということです。
そこで、県の林業普及担当者の指導の下、この課題を解決し、茨城の苗木業界を盛り上げていこう！　と立ち上げたのが茨城みらいの苗木研究会です。

3. 課題解決のためのアクション「重労働」という課題を解決するために注目したのが「コンテナ苗」です。従来の苗木は植栽までに畑で２～３年間育苗します。コンテナ苗は専用容器で育苗し、１年半～２年で植栽が可能であるため、育苗期間の短縮等、重労働な作業を改善できる可能性があります。
しかし、直ちに全量をコンテナ苗にするということはできませんでした。それは、育苗に全く新しい技術が必要なため、従来の技術を応用できないからです。会を結成する以前から各自で試験的にコンテナ苗を育苗していましたが、育苗培地の作成方法や施肥、灌水方法など不明な点が多く、苗木の大きさにもバラ

絶滅危惧種・私たちの挑戦！

主なプロジェクト • コンテナ苗の生産技術向上及び普及• 新たな樹種の生産及び普及　　　　　　• 苗木生産を通じた社会貢献

会　員 ▶ ５人（男５人） 年　齢 ▶ 30歳～57歳　平均40歳

代表者 ▶ 根本和典

所在地 ▶ 茨城県那珂郡東海村設　立 ▶ 平成20年７月

茨城みらいの苗木研究会

全
国
大
会
発
表
グ
ル
ー
プ

茨城県林業技術センターの研究員との生産管理に関する勉強会

林業普及指導員と生産者同士での勉強会

生産者の減少で絶滅危惧種ともいえる希少なメンバー

植栽体験

下刈り体験

チェーンソー指導
山梨年輪の会（山梨県）

コンテナ苗生産
茨城みらいの苗木研究会（茨城県）
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栃 木 県

主なプロジェクト	 笑顔をつなぐ木育活動～木を通して世代を超えた人のつながりから豊かな森づくりへ～

年 齢 ▶ 30歳～60歳　平均45歳

会　員 ▶ 38人（男８人　女30人）

設　立 ▶ 平成27年６月
代表者 ▶ 大類智枝

所在地 ▶ 栃木県宇都宮市

人と木のふれあいから豊かな森づくりを目指して

えがおをつなぐとちぎ木育の会

全林研会長賞

1．地域の概要
私たちが活動する栃木県は、人口195万人で、県土面積が64万ha、そのうち森林面積が35haで県土面積の55％を占めています。森林の63％が民有林であり、スギ･ヒノキの人工林が55％を占め、日光や八溝、たかはら、みかもといった木材生産の盛んな林業地があり、優良な「とちぎ材」の産地となっています。

2. 設立の経緯
当会設立のきっかけは、平成26年に日光市の傾聴ボランティア勉強会で木の良さを広めたいと思っていた２人の女性の出会いです。木育活動やボランティア活動を二人三脚で拡大していく中で、様々な人との出会いやつながりが生まれ、地元で製材業を営む経営者の協力の下、平成27年６月25日に「えがおをつなぐとちぎ木育の会」が発足しました。子どもや障害者、高齢者全ての人々が

木とふれあい、木に親し
み、木と生きることを学ぶ
木育を普及することによ
り、笑顔あふれる社会づく
り、循環型社会の形成、と
ちぎ県産材をPRすること
を会の目的としています。
会員は、木工作家、製材業
者、アロマサロン経営者、
主婦と幅広いメンバー構
成です。

3. 活動のあゆみ
（1）初期の活動
当初は、店舗や広場などでのボランティア活動や木工体験などの活動が中心でした。
日光市のイベントスペースにおいて地域おこしの一環として、「３世代マルシェ」を月に１度開催・運営しました。木育スペースや木工体験の出展を通じて、

木とふれあうことで地域
のコミュニティ形成に貢
献できることを実感しま
した。
この「３世代マルシェ」

がきっかけとなり、多世
代が集える居場所をつく
ろうと自宅や空きスペー
スを使った活動を展開
し、現在の「木育カフェ」
の原形ができました。
（2）組織化以降の活動
会の設立以降は、「３世

代マルシェ」の活動に加
え、より多くの人の参加
が見込める宇都宮市中心

部でのイベント（オリスクマーケット）に「木育カフェ」を出展するなど活動範囲を拡大していきました。
また、製材所経営者とのご縁から、県や林業・木材産業関連団体が主催するイベントや展示会に参加し、「木育」をPRすることで、「木育」の認知度が高まり、さらに多くのイベントや展示会に参加する機会が増えました。
林業・木材産業の関係者との交流が増える中で、現在の林業・木材産業が抱える地域材の認知度不足や環境問題との関連など多くのことを知り、林業も世代間の交流が少なく、伝統や文化の継承、人材不足が深刻な問題となっていること、地域材の利用は豊かな山づくりに貢献することを理解しました。

組織化された現在は、様々な形での「木育カフェ」が、人と木のふれあい、多世代コミュニティの形成といった、木と人とのつながりを重視する会の重要な活動の柱となっています。また、「木育カフェ」に集う人々への林業や木材産業の認知度向上ととちぎ県産材の魅力アップを図るための活動が会員の大きな役割となっています。

（3）現在の活動
①木育カフェ（スターバックスコーヒー上戸祭店内での活動：定期的な活動の開始）３世代マルシェの主催やオリスクマーケットへの出展により、木育活動に対する手応えを持ったことから、宇都宮市のスターバックスコーヒー上戸祭店の協力をいただき、「スタバで木育カフェ」という形で、定期的に人と木のふれあいの場を持つこととなりました。
子どもから高齢者までの幅広い世代や普段木に関心のない一般の方に木とふれあう場を定期的に提供することが可能となり、木を使うことと豊かな森づくりの関連を知ってもらう、良いきっかけとなりました。

②木育カフェ（チャレンジショップへの出店：常設店舗への挑戦Ⅰ）
スターバックスコーヒーでの木育カフェの取り組みは、月に１回でしたが、活動の拡大を考えていたところ、栃木県とちぎ男女共同参画センターが募集する女性のための起業支援の店舗に木育カフェを出店することとなりました。女性活躍推進法に基づく県の施策の一つです。常設の店舗での木育カフェでの運営により、さらに多くの方に木育の活動を認知してもらったほか、木育で利用する玩具などを通じて、地元とちぎ材の認知度向上にも貢献できたと思っています。③木育カフェ（道の駅に出店：常設店舗への挑戦Ⅱ）

チャレンジショップへの出店は、女性のための起業支援ということもあり、通

常の店舗運営と比較すると恵まれた部分もありました。木育カフェを会の活動の柱として、将来自立した店舗として運営をする目標を実現するには、運営実績を積み重ねる必要があります。
そこで、次の段階として「道の駅うつのみや（ろまんちっく村）」の協力により、店舗スペースでの木育カフェを運営しました。チャレンジショップでの起業経験をもとに、一般の出店者と同等の条件で店舗運営をしていくことは、良い経験となりました。

④イベントや展示会での出展
木育カフェの展開と並行し、会の活動としては、県内外イベントでの木育活動があります。組織化以降、林業・木材産業関連のイベントや展示会を中心に木育活動を行っていますが、木育カフェでの実績が認められ、いまでは東京で実施するイベント（木と住まいの大博覧会）の栃木県ブースに参加するなど、その活動の範囲は広がっています。イベントでは木育広場として木のおもちゃを提供し、特にとちぎ材で作った

木のスマートボールや
積み木、ボールプール
は子どもたちに大人気
です。
⑤とちぎ材の利用拡大
木材の利用拡大によ

る効果は産業の発展や
多様で豊かな森づくり
による環境貢献の効果
があることは、林業・

木材産業に関係する方々の中では知られたことです。
しかし、木育カフェを通じて一般の方と接していると、木材の利用がもたらす効果が一般の方々に十分認知されていないことを実感します。
木育カフェでは、世代を超えて木とふれあうことができるほか、業界関係者だけでなく、一般に向けて、地域材であるとちぎ材の利用拡大とその効果を発信することができます。

4. 今後の目標
自立した店舗をとちぎ材で建設し、運営していくことが大きな目標です。そこでは、県産の食材やジビエを利用した地産地消のメニューを提供し、現在の山村地域で抱える問題の解決に貢献できればと思っています。
また、店舗は木育活動以外にも林業・木材産業の認知度向上のため情報発信の拠点として活用し、木育から地域の活性化を図ることが大きな目標です。

3世代マルシェ

新聞に紹介された木育の会

木育カフェ（スターバックスコーヒー）

木育カフェ（チャレンジショップ）

イベントへの出展
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儲けは二の次、山が元気になることが一番

丹
に ゅ う

生林業経営研究会

全林研会長賞

主なプロジェクト　•林業技術・林業経営の研究、林業後継者の育成

主なプロジェクト　•地域林業の発展と農林家経営の向上

年 齢 ▶ 20歳～62歳　平均51歳

年 齢 ▶ 65歳～ 75歳　平均70歳

会　員 ▶ 14人（男14人）

会　員 ▶ 46人（男45人　女１人）

設　立 ▶ 昭和39年６月

設　立 ▶ 昭和59年４月

代表者 ▶ 下　善裕

代表者 ▶ 安井國夫

所在地 ▶ 石川県輪島市

所在地 ▶ 福井県丹生郡これからの若者目線・住民目線の応援隊として

輪島市林業研究グループ

全林研会長賞

福 井 県

石 川 県

1. 地域の概要と特徴
　石川県の森林は、面積は28万6,000haで、県土の68％を占めています。大きくは比較的緩傾斜な低山性山地・丘陵地となる能登地域と、白山（2,702m）を最高峰として広がる比較的急峻な山地と、その麓の標高200m以下の丘陵地帯からなる加賀地域により分布しています。　私たちの主な活動場所である輪島市は、能登半島の北部に位置し、周囲の豊かな海の源として形成しています。そこに古くから森林・林業が栄えこの森林資源は、輪島塗はもちろん建築用材として、スギやヒノキ、ヒバが好まれ植林されていました。そのうちヒバと呼ばれるものには、北海道南部や本州北部に生育しているものと、本州中部以南に産するもも

のとの２つがあり、そのうち本州中部以南に産する方を、能登地方では古くから人工造林しており、档
あて

と呼ばれ、档は、石川県の県木になっています。　さらに　こうした良好で管理の行き届いた豊かな森林資源には、公益的機能が多く含まれ、住民への安心安全な災害防止機能と、能登半島を包み込む日本海への豊かな恵みが注がれています。　このような、地域の文化・暮らしは	平成23年	国連食糧農業機関（FAO）主催「世界農業遺産国際フォーラム」において、日本初となる「世界農業遺産」（能登の里山里海）として認定されました。

2. 私たちの活動
　私たちの林研グループでは、この恵ま

れた地域の根源を担う森林機能の維持継続のための取り組みの一つとして、これからの森林・林業の重要性を中高生に伝えるため、体験型の講習会を実施しています。参加した生徒には、実際の地域の森林に入って、現状や課題などの意見交換をし、これから担う立場の目線で感じてもらいます。
　会員や森林組合職員のプロから手解きを受けて、実際にチェーンソーで伐る、ハーベスタやプロセッサ、グラップルなどの操作もします。
　近年では、森林計画を立てるための森林の現況やドローンを使った測量の体験も日本航空学園の協力の下、取り入れています。
　また、自然災害に見舞われ管理が行き届かず手入れ不足になっている森林や、伐倒した材の管理が問題視されることがありますが、山地や林地の崩壊防止などの公益的機能の重要性も親子ふれあい行事の木工教室の時に説明をするなど、これからを担う子どもたちにも森林・林業の仕組みを教えています。

3.これからも
　若者目線・住民目線の応援隊として、輪島市林研グループは地域活性化に向けた活動を続けていきたいと考えています。

1. 地域の概要
丹生郡越前町は、福井県嶺北地方の西端に位置し、山と海に恵まれた自然豊かな地域です。古くから原木シイタケやタケノコの栽培が盛んで、広く県内外へ出荷されているほか、全国的に有名なブランド、越前がにが多く水揚げされる漁港があるのもこの地域です。

越前町内の森林は1万1,400haでそのうち人工林は6,000ha（人工林率53％）ですが、標高500m程度の低い山が多い地形となっています。

2. 会の歴史
　丹生林業経営研究会（以下、丹生林研）は、丹生郡越前町及び隣接する福井市（旧越廼村・旧清水町）の林家をメンバーとして昭和59年に結成しました。会員は山に大変熱心で、所有するスギなどの人工林を自ら整備するなど、山林を適正に管理するべく日々汗を流しています。

　また、森林整備に関する知識や技術を深め、県外の同志とのつながりを作りたいと積極的に県外へ研修に赴き、勉強を重ねています。

3. 活動のきっかけ
　会の活動「丹生山の市場」が発足するきっかけになったのが、平成28年度に大野市で稼働を始めた木質バイオマス発電所でした。発電規模は7,000kw（一般家庭１万5,000世帯分）、年間８万tの未利用材の利用が可能となりました。そのため電力用の木材チップの需要が高まり、今まで間伐後の林内に残されていた、製材所などで加工できない木の梢端

部や根元の曲がり部分などの端材（以下、未利用材）を有効活用する動きが活発になったのです。
　丹生林研の会員の中には、地区の代表となって集落単位で森林整備等を進めている人も多くいましたが、未利用材については利用することが難しい状況にあったため、悩みの種でした。それがバイオマス発電所の稼働により利活用の道が開け、丹生林研でも取り組みを行おうと動き出したのです。

　まず丹生林研では、自分たちが活動可能なシステムを検討し、人力で回収できる細く短い先端部分や枝を中心に軽トラで集めて業者に持ち込むという流れを試験的に実践してみました。軽トラと活動フィールドと人足があればすぐにでも始められること、持ち込む木材業者が管内にあったことなどが後押しとなり、「儲けは二の次、山が元気になることが一番」と、会員の理解を得て、平成27年４月に丹生林研の一部会として「バイオマ

ス協議会」が設立されました。
　さらに技術研修を重ね、平成28年８月、活動システムが確立したことを受けて市町や森林組合などの関係機関が加わり、「丹生山の市場協議会」（以下、協議会）として本格的な活動を開始しました。

4.「協議会」の取り組み
　協議会の立ち上げまでには、会員の搬出技術の向上が必須でした。会員はこれまで自家用程度でしか材の搬出を行ったことのない、60～ 70代が中心です。効率よく林内から未利用材を搬出する術を模索しました。集材するスギ・ヒノキは人力でも運べる直径８～14cmの木や梢端部を中心にする、軽トラックでも積みやすい1.5ｍ～２ｍの長さに玉切る、作業は必ず２人以上で行うなど、何度も技術研修会を開催し、技術の習得に努めました。

　また、協議会の設立後、協議会のメンバーは県の助成を受けて、ロープウイン
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先進地視察研修（愛知県設楽町）

丸太切りに挑戦

高性能林業機械の操作体験
ドローンを使った測量を体験 子どもたちに森林・林業の仕組みを教える

木育
えがおをつなぐとちぎ木育の会（栃木県）

担い手育成
輪島市林業研究グループ（石川県）

活動テーマいろいろ（本書収録の一例です）

グループ活動を
盛り上げるための
必読本！
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